
熱帯合法性検証木材／森林認証材の利用拡大ワークショップ 
～資源枯渇に直面している熱帯林の保全と適正な利用の両立について考える～ 

 
【日時・会場】 

東京 2008 年 7 月 29 日（火） 10:30～17:30 日仏会館ホール 

大阪 2008 年 7 月 31 日（木） 10:30～17:30 大阪国際交流センター小ホール 

 

【主催】 

国際環境 NGO FoE Japan、（財）地球・人間環境フォーラム、 

熱帯林行動ネットワーク（JATAN） 

 

【共催】 

（財）地球環境戦略研究機関（IGES） 

 

【後援】 

外務省、環境省、経済産業省、国際熱帯木材機関（ITTO）、林野庁 

 

【協力】 

全国天然木化粧合単板工業協同組合連合会、（社）全国木材組合連合会、 

（中）全国木材検査・研究協会、（社）日本家具工業連合会、（社）日本建設業 

団体連合会、日本合板工業組合連合会、（社）日本木造住宅産業協会、 

日本木材輸入協会 

 

【助成】 

国際熱帯木材機関（ITTO） 

独立行政法人 環境再生保全機構 地球環境基金

時間 内容 講演者など 
10:30-10:40 開会挨拶 Amha Bin Buang 

（国際熱帯木材機関 
 事務局次長） 

第 1 部 生産国の環境・社会リスク評価報告 
10:40-10:55 日本における認証／合法検証された

熱帯木材の需要開拓プロジェクトにつ

いて 

三柴 淳一 
（国際環境 NGO FoE Japan） 

10:55-11:15 インドネシアからの木材調達における

環境的・社会的リスクの定性的評価 
 

Farid Wajdi 
（ 森 林 NGO Forest Watch 
Indonesia） 

11:15-11:35 マレーシアの熱帯材における 
環境・社会問題 

Lim Tze Tshen 
（RESCU コンサルタント） 

11:35-11:45 マップベースリスク評価の使い方 三柴 淳一 
（国際環境 NGO FoE Japan） 

11:45-11:55 質疑応答 
11:55-13:15 昼食休憩 
第 2 部 持続可能な森林管理・経営に向けて～パネル（合単板）利用の側面から～ 
13:15-13:30 （1）積水ハウス 

木材調達ガイドラインについて 
佐々木正顕 
（積水ハウス（株）環境推進部

企画グループチーフ課長） 
13:30-13:45 （2）持続可能な木材原料の利用が 

与える地球温暖化対策への影響は？ 
Astrik Mursatio Budi 
（スマリンド社 副社長） 

（敬称略） 



時間 内容 講演者など 
13:45-14:00 （3）グリーン購入法の規格を満たす 

合法性検証材の供給 
Daud Tampokong 
（ヤヤサン・サバ森林部門グル

ープゼネラルマネージャー） 
14:00-14:15 （4）TFT～持続可能な木材を確保

するためのツール 
Hartono Adi Prabowo 
（熱帯林トラスト（TFT）インドネ

シア代表） 
14:15-14:20 質疑応答 
14:20-15:20 ＜パネルディスカッション＆フロアからの質問＞ 

【パネリスト】 
・本間 健郎 

（住友林業（株）山林環境本部 環境経営部チームマネジャー） 
・Farid Wajdi 

（森林 NGO Forest Watch Indonesia） 
・Lim Tze Tshen 

（RESCU コンサルタント） 
・佐々木 正顕 

（積水ハウス（株）環境推進部企画グループチーフ課長） 
・Astrik Mursatio Budi 

（スマリンド社 副社長） 
・Daud Tampokong 

（ヤヤサン・サバ森林部門グループゼネラルマネージャー） 
・Hartono Adi Prabowo 

（熱帯林トラスト（TFT）インドネシア代表） 
【コーディネーター】 

坂本 有希（地球・人間環境フォーラム） 
 休憩（15 分） 
 
 
 
 
 

時間 内容 講演者など 
第3部 コミュニティレベルでの森林経営の取り組み～家具、デッキ材利用の側面から～ 
15:35-15:50 （1） 熱帯諸国のコミュニティ林業の

認証とその木材製品の市場開発 
Henry Scheyvens 
（財）地球環境戦略研究機関

（IGES）森林保全プロジェクト

マネージャー 
15:50-16:05 （2）グヌン・キドゥル県における 

コミュニティ森林認証 
Ronald Muh Ferdaus  
（環境 NGO ARuPA 代表） 

16:05-16:20 （3）KHJL 
～インドネシアの村から世界へ 

Hartono Adi Prabowo 
（熱帯林トラスト（TFT）インドネ

シア代表） 
16:20-16:25 質疑応答 
16:25-17:25 ＜パネルディスカッション＆フロアからの質問＞ 

【パネリスト】 
・大山 典保 

（テラス社 代表取締役） 
・Henry Scheyvens 

（（財）地球環境戦略研究機関（IGES）） 
・Ronald Muh Ferdaus  

（環境 NGO ARuPA 代表） 
・Hartono Adi Prabowo 

（熱帯林トラスト（TFT）インドネシア代表） 
・Lim Tze Tshen 
 （RESCU コンサルタント） 
【コーディネーター】 

中澤 健一（国際環境 NGO FoE Japan） 
17:30 閉会 



 

講演者・パネリスト プロフィール（敬称略・登壇順） 

● Farid Wajdi（ファリッド・ワジディ）／森林 NGO Forest Watch Indonesia、研究

開発コーディネーター 
ガジャマダ大学森林学部森林造林学科卒。1998 年より環境 NGO ARuPA でボラ

ンティアとして関わる。その後、GIS やコミュニティフォレストをスタッフとして担当。

2006 年より Forest Watch Indonesia にリサーチャーとして勤務。2007 年より現職。 
 

● Lim Tze Tshen（リム・ゼ・シェン）／Resource Stewardship Consultants Sdn 
Bhd （RESCU）コンサルタント 
2004 年より RESCU 勤務。FSC 認証や MFTN などマレーシアでの木材認証シス

テムに関するさまざまなワークショップ等に参加。また、マレーシアの HCVF ツー

ルキット作成プロジェクトメンバーの一人でもある。現在担当している調査は、マレ

ーシアの動物相の生息地保全及び生息地分断による、とくにほ乳類に対する生

物多様性影響。 
 

● 佐々木正顕（ささき・まさあき）／積水ハウス株式会社 環境推進部企画グルー

プチーフ課長 
税理士事務所勤務を経て 1989 年積水ハウス株式会社入社。総務部にて法務・

株式部門担当。1998 年より CS 推進部（環境企画グループ）。1999 年 「環境推

進部」創設により現在に至る。 
 

● Astrik Mursatio Budi（アストリック・ムルサティオ・ブディ）／スマリンド社 副社長 
1962 年生。1986 年ボゴール農業大学において森林生産技術森林エンジニア専

攻。1995 年スマリンド入社。渉外担当部長、本社副事務部長を務めたのち、2007
年より副社表就任。 

 

● Daud Tampokong（ダウド･タンポコン）／ヤヤサン・サバ 森林部門グループゼ

ネラルマネージャー 
サウザン・イリノイ大学において森林資源学で学士・修士号取得。ヤヤサン・サバ

の森林部門の全体運営に責任を持つ。伐採、森林再生、植林また丸太のマーケ

ティングなどを主に担当。 
 

 

 

 
 
● Hartono Adi Prabowo（ハルトノ・アディ・ブラボオ）／熱帯林トラスト（TFT）インド

ネシア代表 
1964 年生。ボゴール農業大学森林保全専攻。1991 年よりスマリンド社伐採部門

などに勤務。2003 年より TFT に勤務。2006 年 TFT インドネシア代表就任。 
 

● 本間健郎（ほんま・たけお）／住友林業株式会社 山林環境本部 環境経営部チ

ームマネジャー 
1989 年住友林業株式会社入社、合板、MDF 等の木質ボードの営業を主に担当。

国内及び海外の関係会社勤務を経て、2007 年4 月より環境経営部に着任、木材

調達調査等を担当。 
 

● Henry Scheyvens（ヘンリー・スケーブンス）／（財）地球環境戦略研究機関

（IGES）森林保全プロジェクト マネージャー 
ニュージーランド出身。オーストラリアの大学で教職につき、その後ニュージーラ

ンド・マッセー大学人間・環境・計画学科にて教鞭をとる。2004 年より研究員とし

て IGES 森林保全プロジェクトに所属し、現在はマネージャーを務める。研究テー

マは森林法、ガバナンス及び貿易。 
 

● Ronald Muh Ferdaus（ロナルド・ム・フェルダウス）／環境 NGO ARuPA 
（Volunteers Alliance for Saving the Nature）代表 
ガジャマダ大学森林学部卒。コミュニティフォレストに関係する調査を数多く担当。

持続可能な森林経営やコミュニティフォレスト関係の各種委員会などにも委員と

して参加している。2007 年より現職。 
 

● 大山典保（おおやま・のりお）／テラス社 代表取締役 
1992 年清水建設株式会社入社。本社調達部にて主に木材の調達を担当。2000
年同社退社後、チーク家具イスタナテラスを立ち上げ、2004 年有限会社テラスを

設立、代表取締役就任。現在イスタナテラスの他、インドネシアチーク家具の企

画・卸し販売を行いながら、チークのトレーサビリティーに努める。 


